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• Contributions

– 異常センサーの同定問題をk-sparsest subgraph problemとして定式化しました

– 厳密解法厳密解法厳密解法厳密解法と近似解法近似解法近似解法近似解法を提案し，さらに同定結果の同定結果の同定結果の同定結果のconsistencyを証明しました

• k-sparsest subgraph problem

– 独立集合問題の一般化

頂点間の”弱いつながり”を許容した上で

疎な部分グラフを探索

異常箇所同定手法の（たぶん）初の理論的保証

• 実験結果（センサー数：100）

– 既存法よりも優位な結果
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